
別紙１
※記入不要

1-1　グループの概要

（1）グループの名称

（2）グループの属性

（3）グループの概要

1-2　グループの構成員

※1）事業者区分は，次の区分に従い，該当する番号を記載すること。

　→　①中小企業者　②中堅企業　③大企業　④みなし中堅企業　⑤みなし大企業　⑥その他の事業者

合　　計

10

栃木県□□市◇◇ ① 37,030 37,030
×× ××

×× ××

栃木県○○市△△ ①
ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ□□

株式会社□□

栃木県○○市△△ ① 29,480 5,060 34,540

栃木県○○市△△ ① 52,440 52,440

栃木県○○市△△ ① 35,760
■ 有
□ 無

35,760

株式会社◇◇
76,440 76,440

設備施設
被害額（千円）

□ 有
■ 無○○税理士事務所　○○

ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ◇◇

236,210154,710 81,500

フ リ ガ ナ

事業者名 所在地
事業者
区分 合計

①栃木県○○市△△

栃木県○○市△△

4

5

6

7

8

9

3

□

■
一定の地域内において，経済的・社会的に基幹・基盤となる産業群
を担うグループであり，復興・雇用維持に不可欠であること

事業規模や雇用規模が大きく，県内の地域経済・雇用への貢
献度が高いこと

1

No.

地域住民の生活利便や消費者の買い物の際の利便性を向上さ
せ，地域の人々の交流を促進する社会的機能を有すること

○○ｾﾞｲﾘｼｼﾞﾑｼｮ○○

グループ構成員の数

中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業復興事業計画書【記載例２】

栃木・食と観光の復活うまいもんグループ

□ ⑤商店街型

①サプライチェーン型

2

7 グループ構成員の主な業種

補助金
申　請

①

③地域生活・産業基盤型

④地域資源産業型

当該中小企業者等グループ以外の企業や他地域の産業等に
とって重要な役割を果たしていること

観光地形成・地域の独自性をかたちづくる産業分野であっ
て，観光地や地域経済に重要な役割を果たしていること

◆◆ ◆◆

整理番号

□

□

グループの属性

グループの名称

◆◆ ◆◆

ﾕｳｹﾞﾝｶﾞｲｼｬ■■

有限会社■■

ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ●●

株式会社●●

■ 有
□ 無

■ 有
□ 無

飲食業・広告業・不動産貸付業

②経済・雇用貢献型

□ 有
□ 無

□ 有
□ 無

□ 有
□ 無

■ 有
□ 無

□ 有
■ 無

■ 有
□ 無

個人事業主の場合
は，「屋号・氏名」を

個人事業主の場合は，
「屋号・氏名」を記載。



2-1　グループとして共同して行う復興事業の内容等

（1）グループとして共同して行う復興事業の内容について

●共同事業１

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●共同事業2

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事業の内容

実施体制

実施スケジュール
※実施する時期に
「●」又は「→」を
記載すること

備　考

事業全体の責任者

R元年度

R２年度

企画・立案担当者 予算・会計担当者

その他担当者運営・実行担当者

事業の目的

□□ □□

予算・会計担当者企画・立案担当者

□ 産業活力の復活　□ 被災地域の復興　□ コミュニティの再生　□ 雇用の維持・拡大

共同事業（取組）名

実施スケジュール
※実施する時期に
「●」又は「→」を
記載すること

R元年度

その他担当者

事業番号 区　　分

共同事業（取組）名

運営・実行担当者

△△ △△ ×× ××

○○ ○○

事業の内容

　今回の台風第19号による災害において県内では断水の被害や食料が届かないなどの
被害があり，改めて水や食料など食の重要性に気付かされた。一方で栃木県には全国
に誇れる様々なおいしい食材がある。
　当グループは，栃木県産の肉、野菜、果物等を使用し，１月からメニュー開発に着
手。試食を繰り返し，完成したメニューをレギュラーメニューとして，来年3月末を目
標に各飲食店で販売することで，栃木県の復興と産業活力の復活に寄与する。

□ 新規　　　□ 拡充　　　□ 既存組換

事業全体の責任者

事業番号

R２年度

備　考

② 区　　分

■ 産業活力の復活　□ 被災地域の復興　□ コミュニティの再生　□ 雇用の維持・拡大

■ 新規　　　□ 拡充　　　□ 既存組換①

栃木県産品を使った新メニュー開発事業

◇◇ ◇◇

実施体制

事業の目的



（2）グループとして共同して行う復興事業への各グループ構成員の参画内容

2-2　復興事業実施による効果等（地域への波及効果等）
※グループの属性に応じた評価のポイントに沿って，当該グループの役割や重要性，経済波及効果や雇用への貢献度などについて記載すること。

No. 事業者名 参加する共同事業で担う役割
参加する
事業番号

事業者の主な事業内容

1 ○○税理士事務所　○○

各構成員への連絡調整及び事業に伴う

会計並びに新メニューのＰＲ・告知

を担当。

税理士事務所

2 株式会社◇◇

栃木県産品を使用した新メニュー開発

及び広告・チラシ等の作成を担当。出版・飲食業

①

3 ◆◆ ◆◆

新メニューのＰＲ・告知を担当。

出版・不動産貸付業

4 有限会社■■

栃木県産品を使用した新メニュー開発

及びＰＲ・チラシ等の作成を担当。飲食業（喫茶店）

①

5 株式会社●●

新メニューのＰＲ・告知を担当。

電設資材卸売

①

6 株式会社□□

新メニューのＰＲ・告知を担当。

液化石油ガス販売・工事

①

7 ×× ××

新メニューのＰＲ・告知を担当。

不動産貸付業・印刷業

①

8

9

当グループは，△△市内及び近郊地域の飲食店を中心に構成されるグループである。台風第19号による
災害前も各構成員がその地域ごとに地元の住民に対して，食やライフラインの供給，雇用の維持・拡大に
貢献してきたが，今回の復興事業計画をとおして，これまで以上に地域住民はもとより地域外からの集客
力アップに，そして雇用の維持・拡大に努め，栃木県経済の復旧・復興に寄与していく。

10

①

①

１ページ「1-2 グルー
プの構成員」と同じ番
号順に記載。



3　施設・設備の復旧整備等の内容（グループ全体）

（1）各構成員の施設・設備に係る復旧整備の内容

2

3

4

5

7

（2）商業機能の復旧促進のための事業

合　　計

事業者名

合　　計

補助金要望額
（千円）

5,203

×× ×× 39,000 29,250

有限会社■■ 6,973 5,229

補助金要望額
（千円）合計額設備施設

株式会社◇◇

事業者名
見積金額（千円）

3,1954,261

77,442

10,451

58,079

13,935

13,273 9,954

№

№

39,000

見積額の合計
（千円）

株式会社●●

◆◆ ◆◆

72,239

4,261

13,273

6,031 942

13,935

※商店街型のみ記載

千円未満を切捨てた

金額を記載。
例）4,261,12円
→４，２６１

１ページ「1-2 グループ
の構成員」と同じ番号
順に記載。（補助金申
請なしの事業者は，記
載しない。）


